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学
問
的
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
と
宗
教
的
メ
イ
ソ
ン
リ
ー

｜
｜
ウ
ィ
ー
ン
の
ロ
ッ
ジ
「
真
の
一
致
」
の
古
代
密
儀
研
究
に
つ
い
て
｜
｜

北

原

博

は
じ
め
に

エ
ジ
プ
ト
学
者
ヤ
ン
・
ア
ス
マ
ン
は
一
七
八
〇
年
代
前
半
に
ウ
ィ
ー
ン
に
あ
っ
た
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
ロ
ッ
ジ「
真
の
一
致
」（Z

ur
 

W
ahren E

intracht

）で
の
密
儀
研
究
に
注
目
し
、
彼
ら
の
理
解
す
る
古
代
密
儀
は
二
重
宗
教
で
あ
り
、
隠
さ
れ
た
真
理
は
理
性
的
な「
一

に
し
て
全
の
神
」
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

１
）

い
る
。
二
重
宗
教
と
は
、
民
衆
向
け
の
宗
教
と
は
別
に
、
聖
職
者
や
為
政
者
向
け
の
真
の
教

え
が
あ
り
、
民
衆
に
は
真
理
は
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構
造
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
『
魔
笛
』D

ie Z
a
u
b
erflo

te

（
一

七
九
一
年
）
に
も
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
ア
ス
マ
ン
は
、
タ
ミ
ー
ノ
と
と
も
に
パ
パ
ゲ
ー
ノ
に
も
課
さ
れ
る
試
練
（
沈
黙
の
試
練
）
を
小

密
儀
と
し
、
タ
ミ
ー
ノ
（
お
よ
び
パ
ミ
ー
ナ
）
の
み
が
許
さ
れ
る
そ
の
先
の
試
練
（
火
と
水
の
試
練
）
を
大
密
儀
と
捉
え
、
こ
の
ジ
ン
グ

シ
ュ
ピ
ー
ル
の
持
つ
一
見
混
乱
し
た
筋
に
明
快
な
解
釈
の
視
点
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
て

２
）

い
る
。

古
代
の
儀
式
の
研
究
は
、
本
論
で
取
り
上
げ
る
三
論
文
で
も
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
秘
密
と
結
び

つ
い
て
い
る
。
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
「
徒
弟
」「
職
人
」「
親
方
」
と
い
う
三
位
階
で
構
成
さ
れ
る
象
徴
的
位
階
の
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上
に
、
各
流
派
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
高
位
階
シ
ス
テ
ム
が
継
ぎ
足
さ
れ
、
高
位
階
に
は
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
や
薔
薇
十
字
団
、
錬
金
術
な

ど
の
秘
密
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。
一
七
八
〇
年
代
初
頭
に
ド
イ
ツ
語
圏
で
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
の
は
厳
守
派

（S
trik
te O
bservanz

）
で
あ
り
、
こ
の
派
は
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
の
継
承
を
主
張
し
て

３
）

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ー
ル
・
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
・

ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
（
一
七
五
七
〜
一
八
二
三
年
）
の
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
』
の
最
終
章
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
七
八
二
年
の
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
ス
バ
ー
ト
の
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
会
議
に
お
い
て
結
社
の
指
導
者
た
ち
は
自
分
た
ち
が
何
ら
秘
密
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
露

呈
し
て
し
ま

４
）

っ
た
。
そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
の
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
は
混
乱
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
高
位
階
の
密

儀
を
無
批
判
に
信
仰
す
る
の
で
も
な
く
、
象
徴
的
三
位
階
に
留
ま
っ
て
自
己
の
道
徳
的
形
成
に
自
足
す
る
の
で
も
な
い
メ
イ
ソ
ン
た
ち
が

「
解
決
に
は
な
ら
ず
と
も
、
少
な
く
と
も
メ
イ
ソ
ン
の
問
題
の
か
な
り
の
も
の
に
つ
い
て
有
用
な
ヒ
ン
ト
を
得
、
検
討
で
き
る
よ
う
に
、
古・

代・
の・
密・
儀・
に
取
り
組

５
）

ん
だ
」の
だ
と
い
う
。
古
代
密
儀
が
そ
れ
ぞ
れ
の
最
盛
期
に
あ
っ
た
と
き
に
は
、「
秘
儀
を
伝
授
さ
れ
た
者
は
秘
儀
の

対
象
を
誤
る
こ
と
も
、
そ
れ
ゆ
え
関
心
を
示
さ
ず
に
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
熱
狂
し
て
乱
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
か

６
）

っ
た
」

の
で
あ
り
、
ま
さ
に
一
七
八
〇
年
代
の
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
の
対
極
に
あ
る
。
古
代
密
儀
の
研
究
は
、
メ
イ
ソ
ン
リ
ー

の
原
初
的
な
形
態
を
そ
こ
に
求
め
る
こ
と
で
、
単
な
る
慈
善
団
体
で
も
オ
カ
ル
ト
結
社
で
も
な
い
、
秘
儀
結
社
と
し
て
の
フ
リ
ー
メ
イ
ソ

ン
リ
ー
を
救
い
出
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ウ
ィ
ー
ン
の
密
儀
研
究
を
論
じ
る
際
の
着
目
点
と

し
て
、
小
密
儀
と
大
密
儀
の
二
重
宗
教
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
二
重
宗
教
を
担
っ
て
い
た
大
密
儀
の
継
承
の
構
造
と
そ
の
形
骸
化
・
堕
落

を
メ
イ
ソ
ン
が
自
分
た
ち
の
混
乱
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
い
る
の
か
と
い
う
観
点
も
ま
た
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
論
で

は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
本
論
で
は
「
真
の
一
致
」
の
研
究
成
果
で
あ
る
三
つ
の
論
文
を
考
察
の
対
象
と
す
る
が
、
各
論
文
を
詳

細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
三
論
文
の
著
者
の
間
に
あ
る
儀
式
研
究
に
対
す
る
微
妙
な
ず
れ
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

本
論
で
は
、
ま
ず
ロ
ッ
ジ
「
真
の
一
致
」
で
密
儀
研
究
を
主
導
し
た
イ
グ
ナ
ー
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ル
ン
（
一
七
四
二
〜
一
七
九
一
年
）
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に
よ
る
論
文
「
エ
ジ
プ
ト
人
の
密
儀
に
つ
い
て
」U

eb
er d
ie M

ysterien d
er A

eg
yp
tier

（
一
七
八

７
）

四
年
）
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
ウ
ィ
ー

ン
の
メ
イ
ソ
ン
た
ち
の
関
心
の
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
学
問
的
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
と
宗
教
的
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
と
い
う
対
に
な
っ
て
い
る

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
。
学
問
的
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
つ
い
て
は
『
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
の
た
め
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
二
巻
第
三
号
（
一
七
八

五
年
）
に
匿
名
の
論
文
「
学
問
的
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
つ
い
て
」U

eb
er d
ie w
issen

sch
a
ftlich

e

８
）

M
a
u
rerey

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

宗
教
的
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
つ
い
て
は
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
著
書
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
あ
る
い
は
最
古
の
宗
教
的
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
』D

ie
 

H
eb
ra
isch
en
 
M
ysterien

 
o
d
er d
ie a
lteste relig

io
se F
reym

a
u
rerey

（
一
七
八
八
年
）
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
論
の
目

的
は
こ
れ
ら
の
密
儀
論
の
今
日
の
研
究
水
準
か
ら
み
た
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
一
七
八
〇
年
代
の

ウ
ィ
ー
ン
の
メ
イ
ソ
ン
た
ち
が
自
分
た
ち
の
正
統
性
を
担
保
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
密
儀
観
を
必
要
と
し
て
い
た
の
か
を
探
る
こ
と
に

あ
る
。

１
）

V
g
l.
Ja
n A
ssm
a
n
n
:
R
elig
io
 
D
u
p
lex.
Ä
g
yp
tisch

e M
ysterien

 
u
n
d
 
eu
ro
p
a
isch
e A
u
fk
la
ru
n
g
.
B
erlin 2010.

Ja
n A
ssm
a
n
n
:
N
a
ch
w
o
rt.

In
:C
a
rl L
eo
n
h
a
rd R

ein
h
o
ld
:
D
ie H
eb
ra
isch
en
 
M
ysterien

 
o
d
er d
ie a
lteste relig

io
se F
reym

a
u
rerey

.H
era
u
sg
eg
eb
en u
n
d k
o
m
m
en
tiert

 
v
o
n Ja

n A
ssm
a
n
n
.
N
eck
a
rg
em
u
n
d 2001,

S
.
157 -199.

２
）

V
g
l.
Ja
n A
ssm
a
n
n
:
D
ie Z
a
u
b
erflo

te.
O
p
er
 
u
n
d
 
M
ysteriu

m
.
F
ra
n
k
fu
rt 2008.

３
）

厳
守
派
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
石
川
實「
十
八
世
紀
聖
堂
騎
士
団
｜

厳
守
派
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
盛
衰
記
｜

」
『
文
学
及
び

社
会
に
お
け
る
「
近
代
」』
大
阪
産
業
大
学
産
業
研
究
所

二
〇
〇
一
年
、
一
〜
三
一
頁
。

４
）

V
g
l.
R
ein
h
o
ld
,
a
.a
.O
.,
S
.
117f.

５
）

E
b
d
.,
S
.
14f.

６
）

E
b
d
.,
S
.
15.

７
）

Jo
u
rn
a
l fu
r
 
F
reym

a
u
rer
 1
(1784)

1.
V
j.,
S
.
15 -132.
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８
）

Jo
u
rn
a
l fu
r
 
F
reym

a
u
rer
 2
(1785)

3.
V
j.,
S
.
49 -78.

ロ
ッ
ジ
「
真
の
一
致
」
と
演
習
ロ
ッ
ジ

「
真
の
一
致
」
は
ロ
ッ
ジ
「
戴
冠
し
た
希
望
」（Z

ur G
ek
ronten H

offnung

）
を
母
体
に
一
七
八
一
年
三
月
一
二
日
に
設
立
さ
れ
た
。

同
年
五
月
三
日
に
ド
イ
ツ
大
ラ
ン
ド
ロ
ッ
ジ
（G

roß
e L
andesloge von D

eutschland

）
の
認
証
を
得
て

９
）

い
る
。
こ
の
ロ
ッ
ジ
に
は

後
に
、
ボ
ル
ン
、
ゾ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
、
ブ
ル
ー
マ
ウ
ア
ー
ら
を
は
じ
め
と
す
る
ウ
ィ
ー
ン
の
啓
蒙
主
義
の
中
心
人
物
た
ち
が
参
集
し
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
か
ら
だ
け
で
な
く
、
諸
外
国
か
ら
も
多
く
の
メ
イ
ソ
ン
た
ち
が
訪
問
し
た
。
イ
ル
メ
ン
編
纂
の
プ
ロ
ト
コ
ル
の
集
計
で

は
、
延
べ
人
数
に
し
て
お
よ
そ
二
三
六
〇
人
に
及
ぶ
と

10
）

い
う
。「
真
の
一
致
」は
当
時
ド
イ
ツ
語
圏
の
ロ
ッ
ジ
の
中
で
も
最
も
名
声
を
得
た

ロ
ッ
ジ
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

「
真
の
一
致
」の
名
声
は
多
分
に
ロ
ッ
ジ
の
マ
ス
タ
ー
、
ボ
ル
ン
に
負
っ
て
い
る
。
彼
は
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
地
方
の
出
で
、
ウ
ィ
ー
ン

の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
学
ん
だ
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
り
、
プ
ラ
ハ
の
大
学
や
ス
ロ
バ
キ
ア
の
シ
ェ
ム
ニ
ッ
ツ
に
あ
る
鉱
山
学
校
で
学
ん
だ
。

プ
ラ
ハ
の
造
幣
・
鉱
山
監
督
局
の
鉱
山
官
を
経
て
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
に
よ
っ
て
宮
廷
博
物
標
本
室
の
専
門
職
員
に
招
聘
さ
れ
、
さ
ら

に
七
九
年
か
ら
は
宮
廷
顧
問
官
と
な
っ
た
。
鉱
物
学
者
と
し
て
は
金
属
製
錬
の
た
め
の
ア
マ
ル
ガ
ム
法
の
改
良
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
ボ

ル
ン
自
身
ウ
ィ
ー
ン
の
代
表
的
な
イ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
で
あ
り
、
ボ
ル
ン
の
ロ
ッ
ジ
に
は
多
数
の
イ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、「
真
の
一
致
」は
イ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
の
結
社
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
密
儀
研
究
に
お
い
て
も
こ

の
結
社
の
影
響
は
看
過
で
き
ず
、
テ
・
リ
ン
デ
ル
ト
は
イ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
の
世
界
観
と
の
関
係
を
論
じ
て

11
）

い
る
。

ボ
ル
ン
は
「
真
の
一
致
」
の
創
立
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
一
七
八
一
年
に
「
職
人
」
と
し
て
加
入
し
、
す
ぐ
に
「
親
方
」
に
昇
進
す
る
。
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翌
年
ロ
ッ
ジ
の
マ
ス
タ
ー
に
な
る
と
、
彼
は
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
新
し
い
形
態
の
教
育
ロ
ッ
ジ
を
提
案
す
る
。「
通
常
の
教
育
ロ
ッ
ジ
で
は
わ

れ
わ
れ
の
結
社
の
様
々
な
位
階
に
定
め
ら
れ
て
い
る
掟
、
し
き
た
り
、
儀
礼
、
質
問
と
答
え
を
伝

12
）

え
る
」
が
、
ボ
ル
ン
は
そ
う
し
た
事
柄

に
加
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
許
可
を
得
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
論
文
の
朗
読
の
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
。

そ
の
題
材
は
そ
れ
ゆ
え
に
、
自
由
七
科
、
道
徳
、
き
わ
め
て
広
い
理
解
で
の
自
然
科
学
、
数
学
か
ら
と
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

神
学
論
争
、
法
学
、
政
治
的
な
国
家
体
制
に
関
わ
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
そ
れ
ら
は
メ
イ
ソ
ン
リ
ー

と
は
関
わ
り
が
無
い
か

13
）

ら
だ
。

こ
こ
で
ボ
ル
ン
が
想
定
し
て
い
る
内
容
は
「
わ
れ
わ
れ
の
掟
自
体
が
そ
の
知
識
や
取
り
扱
い
を
指
示
し
て
い
る

14
）

対
象
」
と
し
な
が
ら
、
政

治
や
宗
教
を
除
外
し
た
学
問
一
般
に
な
っ
て
い
る
。
ボ
ル
ン
の
提
案
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
大
半
は
支
持
を
表
明
し
た
も
の
の
、
三

名
の
親
方
か
ら
ロ
ッ
ジ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
化
を
危
惧
す
る
声
が
上
が
り
、
結
局
、
妥
協
が
図
ら
れ
、
メ
イ
ソ
ン
に
関
す
る
こ
と
に
内
容
は
限

定
さ
れ
て
一
七
八
二
年
一
一
月
四
日
に
演
習
ロ
ッ
ジ
と
し
て
実
施
さ

15
）

れ
る
。演
習
ロ
ッ
ジ
は
わ
ず
か
三
年
の
間
に
二
一
回
に
及
ん
で
い
る
。

そ
し
て
当
初
は
四
四
名
だ
っ
た
参
加
者
も
徐
々
に
増
え
、
出
席
者
が
判
明
し
て
い
る
一
七
回
分
の
参
加
者
は
延
べ
人
数
で
一
三
四
五
名
、

一
回
あ
た
り
平
均
お
よ
そ
八
〇
名
で
あ

16
）

っ
た
。

演
習
ロ
ッ
ジ
の
テ
ー
マ
が
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
関
係
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
た
と
は
い
え
、
一
七
八
四
年
九
月
に
「
真
の
一
致
」

ロ
ッ
ジ
を
訪
れ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ミ
ュ
ン
タ
ー
が
「
ボ
ル
ン
の
ロ
ッ
ジ
全
体
は
一
種
の
学
問
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で

17
）

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
ボ
ル
ン
の
ロ
ッ
ジ
は
、
他
の
ロ
ッ
ジ
か
ら
の
来
訪
者
に
と
っ
て
は
、
通
常
の
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
ロ
ッ
ジ
に
は
見
ら
れ
な

い
性
格
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
ロ
ッ
ジ
は
イ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
の
結
社
の
影
響
が
強
く
、
演
習
ロ
ッ
ジ
で
は「
イ
ル
ミ
ナ
ー
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テ
ィ
以
外
は
朗
読
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
徒
弟
や
職
人
の
位
階
の
ロ
ッ
ジ
で
も
同
様
だ

18
）

っ
た
」
の
で
あ
る
。

ボ
ル
ン
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
化
の
取
り
組
み
は
演
習
ロ
ッ
ジ
に
限
ら
な
い
。
彼
は
学
問
的
成
果
の
公
表
の
た
め
に
定
期
刊
行
物
の
発
行

も
行
っ
て
い
る
。
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
直
接
関
わ
る
分
野
で
は
本
論
で
考
察
の
対
象
と
な
る
論
文
を
掲
載
し
た
『
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン

の
た
め
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』Jo

u
rn
a
l fu
r F
reym

a
u
rer

（
一
七
八
四
〜
八
六
年
）
を
刊
行
し
た
ほ
か
、
自
然
科
学
分
野
で
は
『
ウ
ィ
ー
ン

の
一
致
し
た
友
人
た
ち
の
自
然
学
論
文
』P

h
ysik
a
lisch

e A
rb
eiten d

er E
in
tra
ch
tig
en F

reu
n
d
e in
 
W
ien

（
一
七
八
三
〜
八
八
年
）

を
刊
行
し
て
い
る
。『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
目
的
に
つ
い
て
は
八
三
年
一
一
月
三
日
の
ロ
ッ
ジ
で
ア
ロ
イ
ス
・
ブ
ル
ー
マ
ウ
ア
ー
が
読
み
上
げ

て
お
り
、
ロ
ッ
ジ
の
プ
ロ
ト
コ
ル
に
は
「
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
は
啓
蒙
と
哲
学
的
研
究
、
な
ら
び
に
宗
教
に
よ
っ
て
、
失
う
も
の
が
あ
る
と
い

う
よ
り
は
む
し
ろ
利
益
を
得
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示

19
）

し
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
ボ
ル
ン
は
ロ
ッ
ジ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
化
を
目
指
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ボ
ル
ペ
ー
ル
は
、
ボ
ル
ン
が
「
ウ
ィ
ー
ン
に
帝
国
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
不
在
で
あ
る
こ
と
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
啓
蒙
の
弱
点
に
な
っ
て
い
る
」
と
考
え
た
た
め
だ
と
し
て

20
）

い
る
。
自
身
は
バ
イ

エ
ル
ン
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
で
も
あ
っ
た
ボ
ル
ン
は
、ロ
ッ
ジ
と
い
う
公
的
な
社
会
か
ら
は
隔
離
さ
れ
た
空
間
の
中
で
あ
る
と
は
い
え
、

仮
想
的
な
ア
カ
デ
ミ
ー
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

９
）

V
g
l.
H
a
n
s-Jo
sef Irm

en
(H
g
.):
D
ie P
ro
to
k
o
lle d

er
 
W
ien
er F

reim
a
u
rerlo

g
e
“Z
u
r w
a
h
ren
 
E
in
tra
ch
t”
(1
7
8
1
-
1
7
8
5
).
F
ra
n
k
fu
rt a
m

 
M
a
in 1994,

S
.
9.

10
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
13.

11
）

V
g
.
W
ilg
ert te L

in
d
ert:
A
u
fk
la
ru
n
g
 
u
n
d
 
H
eilserw

a
rtu
n
g
.
F
ra
n
k
fu
rt a
m
 
M
a
in 1998.

12
）

E
rich L

essin
g
(H
g
.):
D
ie Ü

b
u
n
g
slo
g
en
 
d
er
 
g
erech

tig
ten
 
u
n
d
 
v
o
llk
o
m
m
en
en
 
L
o
g
e zu
r
 
w
a
h
ren
 
E
in
tra
ch
t im
 
O
rien
t zu
 
W
ien

 
1
7
8
2
-
1
7
8
5
.
W
ien 1984,

S
.
21.
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13
）

Z
it.
n
a
ch L

essin
g
(H
g
.):
D
ie Ü

b
u
n
g
slo
g
en
,
S
.
23.

14
）

E
b
d
.

15
）

V
g
l.
D
ie P
ro
to
k
o
lle,
S
.
97.

16
）

E
b
d
.,
S
.
17.

17
）

Z
it.
n
a
ch E

d
ith R

o
sen
stra
u
ch
-K
o
n
ig
sb
erg
:
F
reim

a
u
rer,

Illu
m
in
a
t.,
W
eltb
u
rg
er
.
F
ried
rich
 
M
u
n
ters R

eisen
 
u
n
d
 
B
riefe in

 
ih
ren

 
eu
ro
p
a
isch
en
 B
ezu
g
en
.
B
erlin 1984,

S
.
74.

18
）

E
b
d
.

19
）

D
ie P
ro
to
k
o
lle,
S
.
170.

20
）

ピ
エ
ー
ル＝

イ
ブ
・
ボ
ル
ペ
ー
ル
『「
啓
蒙
の
世
紀
」
の
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
』
深
沢
克
己
編

山
川
出
版
社

二
〇
〇
九
年
、
三
九
頁
。

「
エ
ジ
プ
ト
人
の
密
儀
に
つ
い
て
」

ボ
ル
ン
は
『
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
創
刊
号
に
自
ら
「
エ
ジ
プ
ト
人
の
密
儀
に
つ
い
て
」
と
い
う
密
儀
研
究
の
論
文
を

掲
載
し
て
い
る
。
な
お
、「
真
の
一
致
」の
演
習
ロ
ッ
ジ
に
つ
い
て
の
記
録
で
は
、
一
七
八
二
年
一
一
月
四
日
の
第
一
回
演
習
ロ
ッ
ジ
で「
論

文
の
第
一
章
を
朗
読
。
こ
の
論
文
で
彼
は
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
を
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
密
儀
を
用
い
て
検
討
し
て

21
）

い
る
」、
さ
ら
に
同
年
一
二
月

二
日
の
第
二
回
演
習
ロ
ッ
ジ
で
は
「
そ
れ
か
ら
こ
の
大
い
に
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
人
﹇＝

ボ
ル
ン
﹈
は
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
と
わ
れ
わ
れ
の
王

の
技
法
の
密
儀
と
の
比
較
に
つ
い
て
の
研
究
の
第
二
章
を
朗
読

22
）

し
た
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
と
き
の
発
表
論
文
が
『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の

原
稿
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ボ
ル
ン
は
、
第
一
章
で
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
民
族
に
つ
い
て
概
観
し
た
後
、
第
二
章
を
神
官
の
考
察
に
、
第
三
章
を
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
と

フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
の
そ
れ
と
の
比
較
に
あ
て
て
い
る
。
主
に
論
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
は
プ
ル
タ
ル
コ
ス
、
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
、
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ヘ
ロ
ド
ト
ス
で
あ
る
。

ボ
ル
ン
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
集
団
に
は
二
階
級
あ
り
、
知
識
に
携
わ
る
者
と
礼
拝
の
習
慣
的
な
も
の
に
携
わ
る
者
と
に
分
け
ら

れ
て
い
た
と

23
）

す
る
。
そ
し
て
知
識
に
関
わ
る
神
官
に
は
、
ヘ
ル
メ
ス
の
一
〇
書
を
管
理
し
礼
拝
や
神
官
の
監
督
を
す
る
大
神
官
か
ら
、
ヒ

エ
ロ
グ
リ
フ
、
宇
宙
誌
、
地
理
、
星
辰
の
運
行
、
エ
ジ
プ
ト
の
地
理
、
神
殿
の
準
備
・
行
事
に
通
じ
た
秘
儀
の
書
記
、
占
星
術
師
、
さ
ら

に
は
自
由
技
芸
に
携
わ
る
歌
手
た
ち
も
い
た
と

24
）

す
る
。
知
識
に
携
わ
る
神
官
集
団
の
有
す
る
知
識
は
、
単
な
る
哲
学
で
は
な
く
、
学
問
全

体
で

25
）

あ
る
。
ボ
ル
ン
に
よ
れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
の
知
識
の
中
で
第
一
の
地
位
を
占
め
る
の
は
自
然
学
で

26
）

あ
り
、
そ
こ
に
は
自
然
の
生

成
史
、
博
物
学
、
天
文
、
地
理
と
い
っ
た
学
問
だ
け
で
は
な
く
、
今
日
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
知
識
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ
は
内
奥
の
秘

密
を
伝
授
さ
れ
た
者
以
外
に
は
固
く
閉
ざ
さ
れ
た
ヘ
ル
メ
ス
的
哲
学
で
あ
り
、
魔
術
や
錬
金
術
を
含
ん
で
い
た
と

27
）

す
る
。
そ
し
て
魔
術
で

ボ
ル
ン
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
『
旧
約
聖
書
』
の
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
七
章
お
よ
び
八
章
で
の
ア
ロ
ン
の
杖
の
よ
う
な
奇
跡
で

28
）

あ
る
。
な

お
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
記
述
で
は
、「
ア
ロ
ン
が
自
分
の
杖
を
フ
ァ
ラ
オ
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
前
に
投
げ
る
と
、
杖
は
蛇
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
フ
ァ
ラ
オ
も
賢
者
や
呪
術
師
を
召
し
出
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
魔
術
師
も
ま
た
、
秘
術
を
用
い
て
同
じ
こ
と
を
行

29
）

っ
た
」
と
あ
り
、
神
官

集
団
の
一
員
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
フ
ァ
ラ
オ
の
周
辺
に
魔
術
を
使
う
者
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
錬
金
術
に
つ
い

て
ボ
ル
ン
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
た
ち
に
貴
金
属
の
変
容
・
産
出
の
力
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ボ
ル

ン
が
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
集
団
の
属
性
と
し
て
注
目
し
て
い
る
の
は
知
識
に
携
わ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
う
し
た
該
博
な
知
識
を
有
す
る
神
官
た
ち
の
神
観
念
は
民
衆
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
一
般
の
人
び
と
は
自
分
た
ち

の
周
囲
の
被
造
物
に
高
次
の
存
在
の
作
用
を
感
じ
な
が
ら
も
精
神
的
な
存
在
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
の
で
、
多
様
な
被
造
物
を
高
次
の

力
・
創
造
者
自
体
だ
と
み
な

30
）

し
た
、
つ
ま
り
神
を
具
体
的
な
物
質
的
な
存
在
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
神
官
た
ち
に
と
っ

て
の
神
は
、
感
覚
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
自
然
を
超
越
し
た
存
在
と
し
て
の
神
、「
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
始
ま
り
、
神
々
の
な
か
の
神
、
一
に
し
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て
原

31
）

存
在
」
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
神
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
無
限
を
表
象
す
る
こ
と
が
で
き
る
創
造
的
な
精
神
に
の
み
把
握
可
能

で
あ
り
、
物
質
的
な
神
し
か
知
ら
な
い
民
衆
に
「
自
分
自
身
に
打
ち
克
ち
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
な
る
神
を
認
識
す
る
魂
の
強
さ
を

ど
れ
だ
け
期
待
で
き
る
と
い
う

32
）

の
か
」。
だ
か
ら
こ
そ
民
衆
に
は
、
神
官
た
ち
が
秘
儀
伝
授
に
よ
っ
て
抱
く
唯
一
神
の
諸
性
質
を
イ
メ
ー
ジ

化
し
た
「
神
々
」
を
選
ば
せ
て
お
い
た
ら
よ
い
と

33
）

す
る
。
こ
こ
に
「
神
官
集
団
の
秘
儀
の
教
え＝

唯
一
神
」
と
「
民
衆
向
け
の
教
え＝

物

質
的
な
神
々
」
と
い
う
一
神
教
と
多
神
教
と
の
二
重
宗
教
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
善
悪
の
観
念
に
も
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
で
捉
え
が
た
い
魂
の
不
死
の
よ
う
な
概
念
は
、
民
衆
の
場
合
に
は
死
後
の
罰
や
報
償
、
つ
ま
り
生
前
の
善
悪
に
よ
っ
て
善
い
動
物

や
悪
い
動
物
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
置
き
換
え
ら

34
）

れ
る
。

二
重
宗
教
で
は
神
官
集
団
の
有
す
る
知
識
は
、
民
衆
の
文
字
と
似
て
は
い
る
が
同
一
で
は
な
い
神
聖
文
字
、
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
に
よ
っ
て

秘
匿
さ
れ
、
選
ば
れ
た
者
に
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
。
王
も
ま
た
秘
儀
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

35
）

っ
た
。
神
官
集
団
へ
の
加
入
を
求
め
る

志
願
者
は
自
由
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
女
性
や
手
工
業
者
、
農
民
、
牧
人
は
不
適
と
さ
れ
、
土
着
の
も
の
に
限
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
加

入
を
許
さ
れ
た
新
参
者
は
、
毅
然
と
し
た
態
度
（S

tandhaftigk
eit

）
と
辛
抱
強
さ
（B

eharrlichk
eit

）
に
つ
い
て
の
極
め
て
厳
し
い

試
験
を
経
て
、
最
後
に
割
礼
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

36
）

い
う
。

で
は
な
ぜ
神
官
集
団
へ
の
志
願
者
の
資
格
は
限
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ボ
ル
ン
は
第
三
章
で
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
で
も
資
格
が
同
様

に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
職
人
や
農
夫
と
い
っ
た
民
衆
に
は
王
の
技
法
に
必
要
な
知
識
が
欠
け
て
い
る
上
に
、
彼
ら
の
性
格

に
は
高
貴
な
行
為
に
要
求
さ
れ
る
雰
囲
気
が
な
い
と

37
）

い
う
。
さ
ら
に
女
性
の
排
除
に
つ
い
て
は
、「
彼
ら
は
、
女
性
に
は
、
神
官
た
ち
が
専

念
す
る
高
次
の
知
識
の
た
め
の
能
力
が
な
い
と
考
え
て
お
り
、
彼
女
た
ち
の
沈
黙
を
疑
っ
て
い
た
。
沈
黙
に
よ
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
巨
大

な
神
官
組
織
が
固
め
て
い
る
足
場
を
常
に
部
外
者
に
注
意
深
く
隠
し
て
き
た

38
）

の
だ
」
と
理
由
づ
け
て
い
る
。

ボ
ル
ン
は
入
会
資
格
以
外
の
点
に
つ
い
て
も
、
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
と
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
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ム
遺
跡
に
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
の
儀
式
の
絵
に
描
か
れ
た
祭
壇
の
周
り
を
裸
で
踊
る
人
物
に
は
、
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
儀
式
で
の
体
の
一
部
の

露
出
を

39
）

対
比
、
さ
ら
に
神
や
不
死
の
教
説
、
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
、
数
学
、
地
理
、
エ
ジ
プ
ト
の
聖
俗
の
歴
史
、
博
物
学
、
ヘ
ル
メ
ス
学
と
い
っ

た
エ
ジ
プ
ト
の
神
殿
で
開
示
さ
れ
た
知
識
は
、メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
儀
式
で
用
い
ら
れ
る
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ボ
ー
ド
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

例
え
ば
、
国
の
最
古
の
歴
史
を
表
す
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
の
実
情
と
知
識
を
刻
ん
だ
ヘ
ル
メ
ス
の
二
本
の
柱
や
、
地
理
学
の
知
識
を
想
起
さ

せ
る
長
方
形
、
神
殿
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
縄
（
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
で
は
ソ
ロ
モ
ン
神
殿
の
装
飾
に
変
化
）
で
あ
る
。
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
直
角
定
規
や
コ
ン
パ
ス
な
ど
は
、
ま
だ
高
次
の
ク
ラ
ス
に
進
ん
で
い
な
い
神
官
で
あ
る
測
時
学
者
が
取

り
組
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
は
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
職
人
の
位
階
に
推
奨
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
他
に
も
、
オ
シ
リ
ス
が
発
明
し
た

と
さ
れ
る
建
築
術
を
象
徴
す
る
鏝
、
オ
シ
リ
ス
と
イ
シ
ス
を
暗
示
す
る
太
陽
と
月
、
カ
ノ
ー
プ
ス
（
頭
文
字
の
Ｃ
が
メ
イ
ソ
ン
で
は
Ｇ
に

変
化
）、
イ
シ
ス
の
神
殿
の
配
置
と
ロ
ッ
ジ
の
方
角
な
ど
、
ボ
ル
ン
は
推
測
を
書
き
連
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
ボ
ル
ン
は
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
と
フ

リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ボ
ー
ド
に
描
か
れ
た
象
徴
と
の
類
似
の
ほ
か
に
も
、
役
職
の
対
応
、
三
と
い
う
数
字
や
三
角
形
、

青
色
、
太
陽
（
光
）、
祝
祭
・
葬
儀
な
ど
を
結
び
つ
け
て

40
）

い
る
。

こ
の
よ
う
に
ボ
ル
ン
は
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
集
団
と
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
と
の
共
通
性
を
強
調
す
る
。
ボ
ル
ン
が
想
定
す
る
「
真
の
」

フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
集
団
の
よ
う
な
知
識
集
団
で
あ
る
。
そ
れ
も
民
衆
に
は
そ
の
知
識
に
耐
え

う
る
能
力
が
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
知
識
の
秘
匿
が
是
認
さ
れ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
あ
え
て
民
衆
を
迷
妄
の
う
ち
に
置
き
去
り
に
す
る
。

ボ
ル
ン
に
と
っ
て
知
識
は
エ
リ
ー
ト
の
も
の
な
の
だ
。
だ
が
、
同
時
に
そ
の
知
識
は
人
類
全
体
の
た
め
に
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

神
官
た
ち
の
知
識
は
エ
ジ
プ
ト
国
家
お
よ
び
そ
の
国
民
の
幸
福
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
ば
か
り
か
、
外
国
人
で
あ
っ
て
も
真
の
知
へ
の
欲

求
が
認
め
ら
れ
た
能
力
の
あ
る
人
物
た
ち
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
教
育
を
施
さ
れ
た
と

41
）

い
う
。
そ
し
て
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
の
考
察
を
進
め
て

き
た
ボ
ル
ン
は
最
後
に
「
そ
れ
ゆ
え
真
理
、
知
と
人
間
の
幸
福
が
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
の
最
終
目
的
で

42
）

あ
る
」
と
結
論
づ
け
、
こ
れ
は
同
時
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に
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
最
終
目
的
だ
と
す
る
。

真
理
、
知
、
全
人
類
の
幸
福
の
増
進
は
わ
れ
わ
れ
の
結
び
つ
き
の
本
来
の
最
終
目
的
で
は
な
い
か
。
わ
れ
ら
の
掟
は
一
歩
一
歩
こ
の

目
的
を
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
で
刻
み
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
真
理
は
同
様
に
失
わ
れ
た
親
方
の
言
葉
で
は
な
い
の
か
、
そ

の
再
発
見
を
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
ら
が
徳
の
た
め
に
築
く
隠
れ
家
で
喜
ん
で
は
い
な
い
か
。
悪
徳
、
無
知
、
お
ろ
か
さ
に
対
抗
し
、
啓

蒙
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
使
命
で
は
な
い

43
）

の
か
。

エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
の
考
察
は
、
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
目
的
を
啓
蒙
の
普
及
に
見
る
ボ
ル
ン
の
メ
イ
ソ
ン
観
を
強
化
す
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀

と
の
比
較
を
通
し
て
、
ボ
ル
ン
は
自
ら
の
ロ
ッ
ジ
「
真
の
一
致
」
の
啓
蒙
推
進
路
線
に
正
統
性
を
付
与
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
神
官
集
団
が
同
時
に
学
問
集
団
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
は
、
自
ら
の
ロ
ッ
ジ
を
学
問
集
団
に
変
え
た
い
と
い
う
ボ
ル
ン
の
願
望

を
支
持
す
る
論
拠
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
エ
ジ
プ
ト
と
自
ら
の
結
社
を
結
び
つ
け
る
試
み
は
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
の
結
社
が
啓
蒙
の
普
及

と
い
う
目
的
で
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
の
裏
返
し
で
も
あ
る
。
ボ
ル
ン
は
神
官
集
団
の
学
問
に
注
目
す
る
が
、
錬
金
術
や
魔

術
へ
の
関
心
か
ら
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
人
々
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
集
団
が
、
他
国

に
侵
略
さ
れ
、
う
わ
べ
し
か
知
ら
な
い
道
化
集
団
に
な
り
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
メ
イ
ソ
ン
の
中
で
も
「
言
葉
・
握
手
屋
、
儀
礼

屋
、
秘
密
運
搬
人
」
が
「
ガ
ラ
ク
タ
を
売
り
に
出
そ
う
と
し
て
い
る
」
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
ボ
ル
ン
は
論
を
結
ん
で

44
）

い
る
。

21
）

D
ie P
ro
to
k
o
lle,
S
.
98.

22
）

E
b
d
.,
S
.
103.
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23
）

Jo
u
rn
a
l fu
r
 
F
reym

a
u
rer
 1
(1784)

1.
V
j.,
S
.
51.

24
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
51 -53.

25
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
55.

26
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
64.

27
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
72.

28
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
73.

29
）
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
七
章
第
一
〇
〜
一
一
節
、
新
共
同
訳
。

30
）

V
g
l.
Jo
u
rn
a
l fu
r
 
F
reym

a
u
rer
 1
(1784)

1.
V
j.,
S
.
45f.

31
）

E
b
d
.,
S
.
58.

32
）

E
b
d
.,
S
.
58f.

33
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
59.

34
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
60.

35
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
77.

36
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
49.

な
お
、
為
政
者
が
神
官
集
団
の
参
入
儀
礼
を
受
け
て
秘
儀
を
伝
授
さ
れ
る
、
し
か
も
そ
の
際
に
毅
然
と
し
た
態
度
が
試
験
さ
れ
る
と

い
う
点
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
『
魔
笛
』
を
想
起
さ
せ
る
。
さ
ら
に
民
衆
を
排
除
し
て
い
る
点
も
、
密
儀
を
途
中
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
パ
パ
ゲ
ー
ノ
を

想
起
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、『
魔
笛
』
で
は
女
性
で
あ
る
パ
ミ
ー
ナ
が
秘
儀
に
与
る
と
い
う
点
で
異
色
で
あ
る
。

37
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
89.

38
）

E
b
d
.,
S
.
92.

こ
れ
も
ま
た
『
魔
笛
』
の
沈
黙
の
試
練
や
女
性
た
ち
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
と
い
う
忠
告
を
想
起
さ
せ
る
。

39
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
101f.

40
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
105ff.

41
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
81.

42
）

E
b
d
.,
S
.
128.

43
）

E
b
d
.,
S
.
130.

44
）

E
b
d
.,
S
.
128 -132.
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「
学
問
的
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
つ
い
て
」

こ
の
論
文
の
著
者
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
テ
・
リ
ン
デ
ル
ト
は
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
著
作
と
し
て
扱
い
、
彼
の
「
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
」

論
の
対
に
な
る
も
の
と
し
て
扱
っ
て

45
）

い
る
。
ま
た
、
イ
ル
メ
ン
編
纂
の
「
真
の
一
致
」
ロ
ッ
ジ
の
プ
ロ
ト
コ
ル
で
は
ボ
ル
ン
の
業
績
と
し
、

「
親
方
昇
進
の
折
の

46
）

講
演
」と
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
い
つ
の
集
会
の
こ
と
な
の
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ

ら
く
本
論
文
の
中
で
著
者
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

み
な
さ
ん
は
ま
さ
に
証
人
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
親
方
の
位
階
で
は
、
全
身
全
霊
を
込
め
て
参
加
し
た
と
き
に
、
ど
ん
な
感
情
が
兄
弟

の
心
に
引
き
起
こ
さ
れ
、
そ
し
て
ど
ん
な
感
動
を
抱
い
て
立
ち
去
っ
た
の
か
。
お
お
兄
弟
た
ち
よ
、
こ
の
死
の
イ
メ
ー
ジ
、
万
人
を

待
っ
て
い
る
永
遠
の
憩
い
の
場
で
あ
る
棺
桶
に
生
き
た
ま
ま
入
れ
ら
れ
る
こ
と
、
前
も
っ
て
狭
い
箱
に
身
を
横
た
え
る
こ
の
試
み
を

す
る
こ
と
、
そ
れ
は
知
を
保
存
す
る
資
格
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
心
情
に
素
晴
ら
し
い
効
果
を
及
ぼ
す
の
で

47
）

あ
る
。

棺
桶
に
身
を
横
た
え
る
と
い
う
動
作
は
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
親
方
の
昇
進
儀
礼
の
一
部
で
あ
り
、
こ
の
論
文
が
昇
進
儀
礼
の
後
の
講

演
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
モ
イ
マ
ン
も
こ
れ
が
親
方
へ
の
昇
進
儀
礼
の
後
の
演
説
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
儀
式
を
執
り
行
っ
た
ロ
ッ

ジ
の
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
ボ
ル
ン
が
演
説
し
た
も
の
だ
と
推
測
し
て

48
）

い
る
。

一
方
、
ア
ス
マ
ン
と
エ
ー
ベ
リ
ン
グ
に
よ
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー『
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
。
啓
蒙
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義
に
お
け
る
地
下
へ
の
旅
』

で
は
著
者
は
フ
ラ
ン
ツ
・
ア
ン
ト
ン
・
ク
ラ
イ
ル
と
さ
れ
て

49
）

い
る
。
ア
ス
マ
ン＝

エ
ー
ベ
ル
ン
グ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ル

は
一
七
八
五
年
四
月
一
六
日
お
よ
び
二
二
日
に
「
学
問
的
な
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
は
存
在
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
の
講
演
」
を
し
て

539

学問的メイソンリーと宗教的メイソンリー



50
）

い
る
。
と
り
わ
け
二
二
日
の
講
演
は
親
方
へ
の
昇
進
儀
礼
の
後
に
行
わ
れ
て
お
り
、
講
演
論
文
の
内
容
と
の
矛
盾
は
な
く
、
ク
ラ
イ
ル
が

著
者
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
四
月
一
六
日
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
父
レ
オ
ポ
ル
ト
の
職
人
昇
進
儀
礼
、
二
二
日
に
は

親
方
昇
進
儀
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
身
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
講
演
を
通
し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は

古
代
密
儀
の
二
重
構
造
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ

51
）

れ
る
。

そ
れ
で
は
論
文
の
内
容
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
論
文
は
先
の
ボ
ル
ン
の
議
論
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
た
ち

の
知
が
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
な
か
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
匿
名
の
著
者
の
テ
ー
ゼ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
べ
て
を
正
確
に
吟
味
す
る
と
、
古
代
に
知
識
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
の
知
識
は
、
わ
れ
わ
れ
の
も
の
と
混
ざ
っ
て
、

一
般
に
は
流
通
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
も
は
や
公
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
お
そ
ら
く
は
、
完
全
に

失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
密
か
に
、
そ
し
て
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
わ
れ
ら
の
結
社
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
た
の
だ
。
も
し
そ
う
な
る
の

な
ら
ば
、
わ
れ
ら
が
所
持
し
て
い
る
三
つ
の
位
階
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
は
、
そ
の
知
識
の
媒
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
ど
の
み
ち
そ
の
知
識
は
そ
の
性
質
か
ら
し
て
完
成
さ
れ
た
人
間
に
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
理
性
的
に
考
え
れ
ば
、
そ

れ
ゆ
え
決
し
て
わ
れ
わ
れ
兄
弟
た
ち
の
探
求
の
対
象
と
は
な
り
得
な
い

52
）

の
だ
。

ま
ず
、
著
者
は
知
識
の
集
積
に
よ
っ
て
学
問
が
発
展
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
否
定
す
る
。
人
類
は
全
体
と
し
て
は
進
化
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
、
あ
る
国
家
・
文
化
が
発
展
・
黄
金
時
代
を
迎
え
る
と
、
次
に
別
の
国
家
・
文
化
が
興
隆
し
、
再
び
没
落
す
る
、
こ
の
繰
り

返
し
だ
と
い
う
の
で

53
）

あ
る
。
つ
ま
り
、
著
者
は
、
古
代
の
学
問
は
現
代
と
比
べ
て
見
劣
り
す
る
も
の
で
は

54
）

な
く
、
一
定
の
水
準
に
達
し
て

い
た
と
考
え
る
。
古
代
の
人
類
の
知
識
が
見
劣
り
す
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
手
に
で
き
る
痕
跡
が
時
代
の
波
に
洗
わ
れ
て
ご
く
僅
か
し
か
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な
い
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
に
古
代
の
知
の
水
準
は
高
か
っ
た
と
し
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
知
は
地
理
的
な
要
因
か
ら
エ
ジ
プ

ト
の
神
官
集
団
に
集
積
さ
れ
て
秘
匿
さ
れ
た
と
推
測

55
）

す
る
。
か
く
し
て
古
代
の
知
と
い
う
テ
ー
マ
は
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
の
問
題
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
論
文
は
、
先
に
検
討
し
た
ボ
ル
ン
の
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
論
と
共
通
の
関
心
に
基
づ
い
て
お
り
、
テ
ー
マ
を
エ

ジ
プ
ト
の
密
儀
の
な
か
で
も
知
の
伝
達
に
絞
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
知
識
は
秘
密
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
神
官
た
ち
は
秘
密
に
す
る
こ
と
で
、
知
識
を
部
外
者
の
目
か

ら
守
り
、
後
世
に
伝
え
た
の
だ
と

56
）

す
る
。
知
識
は
人
類
の
共
通
の
財
産
と
し
て
公
開
さ
れ
て
、
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。
な
ぜ
、
部
外
者
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
神
官
た
ち
の
利
己
心
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
著

者
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
も
し
賢
者
た
ち
が
そ
の
完
成
の
段
階
で
知
識
を
秘
密
に
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
考
え
ら
れ
る
動
機
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な

も
の
だ
。
彼
ら
の
知
識
が
、
世
俗
の
人
々
に
と
っ
て
害
で
あ
る
た
め
で
あ
る
か
、
試
練
を
経
て
い
な
い
人
物
や
精
神
に
は
理
解
で
き

な
い
か
、
聡
明
さ
が
欠
け
て
い
た
り
、
心
が
弱
い
た
め
に
誤
用
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
民
衆
は
知
ら
な
い
方
が
よ
い
事

物
に
つ
い
て
民
衆
を
啓
蒙
す
る
知
識
だ
か
ら
で

57
）

あ
る
。

こ
こ
で
著
者
は
知
識
が
万
人
に
と
っ
て
良
い
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
民
衆
に
と
っ
て
害
悪
に
な
る
、
あ
る
い
は
知
ら
な
い
ほ
う
が

よ
い
知
識
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。
ま
た
、
知
識
を
理
解
す
る
た
め
の
能
力
も
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
秘
儀
は
秘
儀
に
相
応
し
い
者
に
の
み

開
示
さ
れ
る
。
秘
儀
で
開
示
さ
れ
る
も
の
は
、
努
力
の
対
象
で
は
な
い
、
つ
ま
り
能
動
的
に
摑
み
取
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
が
秘
儀
に

相
応
し
い
者
に
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
で
、
自
ず
か
ら
開
示
さ
れ
る
。
秘
儀
を
伝
授
さ
れ
る
の
は
、「
も
っ
と
も
高
貴
に
し
て
最
良
の
人
物
」
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で
あ
り
、「
入
念
に
吟
味
を
し
た
後
に
秘
儀
参
入
を
許
」
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
神
官
集
団
に
加
わ
っ
た
者
た
ち
の
「
生
活
様
式
は
、
彼
ら
の

素
質
で
あ
る
善
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
、
徳
を
ま
す
ま
す
成
熟
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
質
素
で
勤
勉
に
暮
ら
す
こ

と
が
求
め
ら

58
）

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
古
代
の
知
識
の
継
承
を
検
討
し
て
き
た
著
者
は
、
論
文
の
残
り
三
分
の
一
を
費
や
し
て
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
と
の
関

連
を
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
考
察
は
そ
も
そ
も
「
も
し
彼
ら
の
学
問
が
ま
だ
あ
る
と
す

59
）

れ
ば
」
と
い
う
仮
定
の
上
に
成
り
立
っ
て
お

り
、
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
立
証
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
著
者
は
エ
ジ
プ
ト
の
学
問
の
存
在
を
前
提
す
れ
ば
、「
そ

れ
は
秘
密
結
社
の
な
か
に
、
あ
る
種
の
秘
儀
の
う
ち
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
機
関
は
そ
う
し
た
学
問
の
存
在
の
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
必

要
で

60
）

あ
る
」
と
し
、
そ
う
し
た
結
社
は
ま
さ
し
く
「
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の

61
）

一
派
」
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
そ
の
際
に
著
者
が
念
頭
に
置
い
て

い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
自
分
た
ち
の
ロ
ッ
ジ
「
真
の
一
致
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
私
が
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
す
で
に
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
、
わ
れ
わ
れ
の
三
つ
の
象
徴
的
位
階
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ

フ
が
わ
れ
わ
れ
の
秘
儀
の
伝
達
手
段
あ
る
い
は
伝
導
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
あ
り
得
そ
う
な
こ
と
で

62
）

あ
る
。

著
者
は
こ
の
よ
う
に
高
位
階
で
は
な
く
象
徴
的
位
階
、
す
な
わ
ち
「
徒
弟
」「
職
人
」「
親
方
」
と
い
う
基
本
と
な
る
三
位
階
の
ヒ
エ
ロ
グ

リ
フ
こ
そ
が
古
代
の
知
識
の
伝
達
手
段
で
あ
る
と
す
る
。
象
徴
的
位
階
は
各
派
に
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
確
実
性
は
保
証
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
高
位
階
は
流
派
ご
と
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
各
々
が
そ
の
確
実
性
を
主
張
し
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
象
徴
的
位
階
と
は
別
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
が
存
在
す
る
と
肯
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
す
る
。
そ
し
て
仮
に
本
当
に
秘
密
が
あ
る
と

し
て
も
、
多
額
の
金
銭
を
代
価
に
し
て
開
示
さ
れ
る
よ
う
な
秘
密
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
秘
密
で
は
な
い
、
な
ぜ
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な
ら
ば
「
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
秘
密
は
普
遍
的
な
人
類
の
幸
福
だ
け
を
目
的
に
持
ち
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
伝
授
は
無
償
で
行
わ

63
）

れ
る
」
か
ら
だ
と
断
じ
る
。
こ
の
発
言
か
ら
は
、
他
の
ロ
ッ
ジ
に
お
い
て
高
位
階
へ
の
昇
進
が
集
金
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の

批
判
が
読
み
取
れ
る
。

だ
が
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
象
徴
的
位
階
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
が
エ
ジ
プ
ト
の
大
密
儀
で
開
示
さ
れ
る
秘
密
の「
伝
達
手
段
」で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
親
方
の
位
階
に
達
す
る
こ
と
で
メ
イ
ソ
ン
が
エ
ジ
プ
ト
の
知
を
手
中
に
収
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
伝
達
手
段
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
解
く
鍵
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
著
者
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
先
に
検
討
し
た
ボ
ル
ン
の
論
文
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
そ

れ
は
「
失
わ
れ
た
親
方
の
言
葉
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ボ
ル
ン
は
先
に
検
討
し
た
「
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
」
の
中
で
「
真
理
は
同
様
に

失
わ
れ
た
親
方
の
言
葉
で
は
な
い

64
）

の
か
」
と
述
べ
て
い
る
。「
失
わ
れ
た
親
方
の
言
葉
」
と
は
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
親
方
の
儀
礼
で

志
願
者
が
体
験
す
る
ヒ
ラ
ム
伝
説
に
登
場
す
る
親
方
の
合
言
葉
で
、
ヒ
ラ
ム
は
そ
の
秘
密
の
開
示
を
迫
っ
た
職
人
た
ち
に
殺
害
さ
れ
た
と

さ
れ
る
。「
真
の
一
致
」ロ
ッ
ジ
の
メ
イ
ソ
ン
の
理
解
で
は
、
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
古
代
密
儀
の
真
理
が
伝
わ
り
な
が
ら
も
、
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ

を
解
く
鍵
は
失
わ
れ
て
お
り
、
メ
イ
ソ
ン
は
真
理
が
自
ず
か
ら
ベ
ー
ル
を
掲
げ
て
く
れ
る
に
相
応
し
い
人
物
に
な
ろ
う
と
努
力
す
べ
き
だ

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

45
）

V
g
l.
te L
in
d
ert:
A
u
fk
la
ru
n
g
 
u
n
d
 
H
eilserw

a
rtu
n
g
,
S
.
258.

46
）

D
ie P
ro
to
k
o
lle,
S
.
26.

47
）

Jo
u
rn
a
l fu
r
 
F
reym

a
u
rer
 2
(1785)

3.
V
j.,
S
.
72.

48
）

V
g
l.
M
a
rk
u
s M
eu
m
a
n
n
:
Z
u
r
 
R
ezep
tio
n
 
a
n
tik
er
 
M
ysterien

 
im
 
G
eh
eim
b
u
n
d
 
d
er
 
Illu
m
in
a
ten
:
Ig
n
a
z v
o
n
 
B
o
rn
,
K
a
rl L
eo
n
h
a
rd

 
R
ein
h
o
ld
 
u
n
d
 
d
ie
 
W
ien
er F

reim
a
u
rerlo

g
e Z
u
r w
a
h
ren E

in
tra
ch
t.In
:M
o
n
ik
a N
eu
g
eb
a
u
er-W

o
lk
(H
g
.):
A
u
fk
la
ru
n
g u
n
d
 
E
so
terik

.

H
a
m
b
u
rg 1999,

S
.
288 -304,

h
ier S

.
296.
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49
）

V
g
l.
Ja
n A
ssm
a
n
n u
.
F
lo
ria
n E
b
elin
g
:
Ä
g
yp
tisch

e M
ysterien

.
R
eisen

 
in
 
d
ie U
n
terw
elt in

 
A
u
fk
la
ru
n
g u
n
d
 
R
o
m
a
n
tik
.
M
u
n
ch
en

 
2011.

50
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
115.

51
）

レ
オ
ポ
ル
ト
は
息
子
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
と
同
じ
「
慈
善
」
ロ
ッ
ジ
の
所
属
だ
が
、
昇
進
儀
礼
は
「
真
の
一
致
」
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ

の
職
人
昇
進
も
「
真
の
一
致
」
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

52
）

Jo
u
rn
a
l fu
r
 
F
reym

a
u
rer
 2
(1785)

3.
V
j.,
S
.
51.

53
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
55.

54
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
57.

55
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
60f.

56
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
61.

57
）

E
b
d
.,
S
.
68.

58
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
67.

59
）

E
b
d
.,
S
.
69.

60
）

E
b
d
.

61
）

E
b
d
.,
S
.
74.

62
）

E
b
d
.,
S
.
75f.

63
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
77.

64
）

Jo
u
rn
a
l fu
r
 
F
reym

a
u
rer
 1
(1784)

1.
V
j.,
S
.
130.

『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
』

一
方
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
あ
る
い
は
最
古
の
宗
教
的
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
』
で
エ
ジ
プ
ト
の
大
密
儀
に
ル
ー
ツ
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を
持
つ
も
の
と
し
て
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
を
取
り
扱
う
。
彼
は
バ
ル
ナ
バ
会
で
哲
学
・
神
学
を
学
ん
だ
修
道
士
で
あ
る
が
、
一
七
八
三
年
四

月
に
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
と
な
り
、
さ
ら
に
同
じ
年
に
イ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
の
結
社
に
加
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
年
一
一
月
に
は
修
道
院

を
逃

65
）

亡
し
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
学
ん
だ
後
、
ボ
ル
ン
の
人
脈
を
利
用
し
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
の
許
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。
ラ

イ
ン
ホ
ル
ト
は
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
を
手
伝
っ
て
『
ド
イ
ツ
・
メ
ル
ク
ー
ル
』
に
携
わ
る
が
、
こ
の
雑
誌
に
一
七
八
六
年
か
ら
翌
年
に
発
表
し

た
連
載
（
後
に
『
カ
ン
ト
哲
学
に
つ
い
て
の
書
簡
』B

riefe u
b
er d
ie K
a
n
tisch

e P
h
ilo
so
p
h
ie

と
し
て
出
版
）
で
カ
ン
ト
哲
学
の
普
及

者
・
注
釈
者
と
し
て
名
を
な
し
、
イ
ェ
ー
ナ
大
学
、
キ
ー
ル
大
学
の
哲
学
教
授
と
な
っ
た
。『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
』
は
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
が
逃

亡
後
の
一
七
八
六
年
に
『
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
２
回
に
分
け
て
発
表
し
た

66
）

論
文
を
一
七
八
八
年
に
兄
弟
デ
ー
ツ
ィ
ウ
ス

（B
r.D
ecius

）
の
名
で
単
著
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
デ
ー
ツ
ィ
ウ
ス
は
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
イ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
の
結
社
に

お
け
る
結
社
名
で
あ
り
、
こ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
論
文
は
元
来
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
機
関
誌
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が

ら
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
立
場
は
イ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
。

第
一
講
義
は
「
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
小
密
儀
に
つ
い
て
」、
第
二
講
義
は
「
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
大
密
儀
に
つ
い
て
」
と
な
っ
て
お
り
、
本
書
の
構

成
か
ら
も
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
が
理
解
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ
の
宗
教
が
二
重
宗
教
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
先
に
検
討
し
た
ボ

ル
ン
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
二
重
宗
教
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
の
宗
教
に
お
い
て
も
、
一
般
民
衆
に
開
示
さ
れ
な

い
密
儀
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
一
講
義
の
中
で
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
以
下
の
二
点
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
。
一
、
モ
ー
セ
は
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
の
秘
密
の
教
え
を
単
に

ヘ
ブ
ラ
イ
の
宗
教
の
基
礎
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
公
然
の
基
本
教
義
と
し
た
。
二
、
新
し
い
礼
拝
の
儀
式
や
象
徴
を
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀

か
ら
受
け
入
れ
た
。
そ
の
際
、
必
要
最
小
限
の
改
変
が
加
え
ら
れ
た
だ
け
で

67
）

あ
る
。

ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
ウ
ォ
ー
バ
ー

68
）

ト
ン
を
援
用
し
な
が
ら
、
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
の
教
え
と
は
一
神
教
で
あ
り
、
多
神
教
の
歴
史
哲
学
的
否
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定
で
あ
る
と

69
）

す
る
。
こ
れ
が
モ
ー
セ
の
宗
教
の
基
礎
と
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
ヘ
ブ
ラ
イ
の
民
族
の
独
創
で
は
な
く
、
フ
ァ
ラ
オ
の
娘

の
養
子
と
な
っ
て
エ
ジ
プ
ト
の
す
べ
て
の
知
識
と
特
権
を
享
受
し
て
い
た
モ
ー
セ
の
お
か
げ
だ
と
す
る
。
そ
も
そ
も
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
び

と
の
エ
ジ
プ
ト
で
の
宗
教
は
エ
ジ
プ
ト
の
民
族
宗
教
で
あ
る
多
神
教
で
あ
っ
た
と

70
）

す
る
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
さ
ら
に
神
の
名
前
に
つ
い
て

考
察
を
進
め
る
。
多
神
教
で
は
神
の
属
性
に
よ
っ
て
名
前
を
分
け
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
創
造
の
神＝

デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
に
は
エ
ジ
プ
ト
の

賢
者
た
ち
は
名
前
を
与
え
な
か
っ
た
。
エ
ホ
バ
は
「
存
在
す
る
者
（der da ist

）」、「
自
分
自
身
に
よ
る
存
在
（das D

asein von sich
 

selbst

）」を
表
し
、
神
の
本
質
の
中
で
も
最
高
の
属
性
だ
と

71
）

す
る
。
そ
し
て
こ
の
名
前
を
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
、
秘
儀
を
与
え
る
導
師
に
よ
っ

て
歌
わ
れ
た
讃
歌「
彼
は
自
分
自
身
だ
け
に
よ
る
唯
一
者
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
唯
一
者
に
万
物
は
そ
の
存
在
を
負
っ
て
い
る
」、
サ
イ
ス

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
銘
「
わ
れ
は
存
在
し
、
か
つ
て
存
在
し
、
こ
れ
か
ら
存
在
す
る
一
切
で
あ
る
。
わ
が
ベ
ー
ル
を
死
す
べ
き
者
が
掲
げ
る

こ
と
は
な
い
」、
そ
し
て
イ
シ
ス
像
の
下
の
銘
「
わ
れ
は
存
在
す
る
者
な
り
」
と
結
び

72
）

つ
け
、
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
の
神
と
モ
ー
セ
の
神
と
を

同
一
視

73
）

す
る
。

モ
ー
セ
は
シ
ナ
イ
山
で
の
啓
示
を
一
種
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
見
立
て
る
。
こ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
の
野
外
劇
に
ほ
か
な

74
）

ら
ず
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
試
練
を
経
て
神
の
民
に
な
る
。
そ
こ
で
伝
授
さ
れ
る
秘
儀
は
、
一
、
神
は
自
分
の
名
前
で
素
性
を
明
か
す
、
二
、
多

神
教
の
禁
止
、
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
秘
儀
伝
授
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
そ
れ
の
よ
う
に
段
階
的
に
脱
幻
想
化
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

「
暴
力
的
、
神
権
政
治
的
に
神
々
を
否
定
し
て
お
り
偶
像
崇
拝
に
対
す
る
残
忍
な

75
）

闘
い
」
が
行
わ
れ
る
。

一
神
教
と
い
う
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
の
核
心
を
伝
え
な
が
ら
、
他
の
秘
密
は
な
ぜ
開
示
さ
れ
な
い
の
か
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
、
民
衆
の
無

知
と
こ
れ
ま
で
の
抑
圧
を
理
由
に
挙
げ
て

76
）

い
る
。
秘
儀
を
伝
授
さ
れ
る
者
の
理
解
力
の
問
題
は
、
ボ
ル
ン
の
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
論
と
同
様

の
論
点
で
あ
る
。
理
性
で
把
握
さ
れ
る
創
造
す
る
神＝

デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
の
認
識
は
民
衆
の
理
解
力
で
は
無
理
が
あ
り
、
民
衆
の
感
性
に
訴

え
か
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
加
味
さ
れ
た
の
だ
と
さ

77
）

れ
る
。
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そ
れ
で
は
な
ぜ
民
衆
が
理
解
で
き
な
い
唯
一
神
を
モ
ー
セ
は
与
え
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
第
二
講
義
「
ヘ
ブ

ラ
イ
人
の
大
密
儀
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
神
権
政
治
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
第
二
章
で
彼
は
エ
ジ
プ
ト
の
秘
密
は
理

性
的
に
認
識
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
ヘ
ブ
ラ
イ
の
宗
教
は
盲
目
の
信
仰
だ
と
し
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
秘
密
を
大
衆
に
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
原
因
が
、
モ
ー
セ
の
宗
教
の
場
合
に
は
そ
の
秘
密
を
民
族
全
体
に
啓
示
す
る
原
因
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
国
法

が
さ
ま
ざ
ま
な
神
の
権
威
に
基
づ
い
て
い
た
た
め
、
多
神
論
の
虚
偽
と
唯
一
神
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
国
家
が
維
持
で
き
な
く
な
る

の
に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
場
合
に
は
、
唯
一
神
の
存
在
を
告
げ
な
け
れ
ば
、
こ
の
神
へ
の
信
仰
を
前
提
と
す
る
律
法
を
維
持
で
き

な
い
。
つ
ま
り
、
法
の
根
拠
が
神
の
様
々
な
属
性
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
た
多
様
な
神
に
あ
る
の
か
、
唯
一
神
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
の
民
族
神
は
そ
れ
ゆ
え
民
衆
に
法
を
与
え
る
立
法
者
で
あ
り
、
法
解
釈
の
最
終
判
断
を
下
す
文
字
通
り
の
王
と
な

78
）

っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
も
し
い
ず
れ
か
の
民
族
に
大・
密・
儀・
を
導
入
す
る
こ
と
が
、
盲・
目・
の・
信・
仰・
が
政・
治・
的・
に・
不・
可・
避・
で・
あ・
る・
こ・
と・
の
必
然
的
な
帰

結
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
ま
す
ま
す
ヘ・
ブ・
ラ・
イ・
の・
人・
び・
と・
に
も
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
モ・
ー・
セ・
の・
宗・
教・
の
聖・
所・

は
同
時
に
国・
家・
の・
内・
閣・
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
統・
治・
は
聖・
職・
者・
の
意
図
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
民・
衆・
信・
仰・
は
統・
治・
者・
の
意
図
に
よ
り
操
縦

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
宗・
教・
と・
政・
治・
は
こ
こ
で
は
同
一
の
秘
密
を
持
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
共・
通・
の・
鍵・
を
持
っ
て
い

た
。
そ
れ
は
国・
家・
の・
指・
導・
者・
た・
ち・
の
手
中
に
あ
り
、
後・
継・
者・
に
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

79
）

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
社
会
の
発
展
と
と
も
に
限
ら
れ
た
神
官
だ
け
の
統
治
に
は
限
界
が
生
じ
、
市
民
的
な
事
柄
に
は
一
定
の
制
限
を
加
え
て
平
信

徒
を
統
治
に
参
画
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
る
。
そ
う
し
た
平
信
徒
に
は
大
密
儀
の
最
低
段
階
の
秘
密
が
開
示
さ

80
）

れ
た
。
ま
た
、
七
〇
人
の
長

老
た
ち
は
よ
り
高
い
段
階
の
秘
儀
を
伝
授
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
次
第
に
「
秘
密
へ
の
鍵
」
は
失
わ
れ
た
と

81
）

い
う
。
で
は
、
秘
密
の
鍵
は
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完
全
に
失
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ブ
ラ
イ
の
立
法
者
の
精
神
、
つ
ま
り
神
権
政
治
は
第
二
の
機
関
、
預
言

者
学
校
で
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
預
言
者
学
校
は
学
者
た
ち
の
団
体
で
あ
り
、
専
ら
法
の
記
述
や
説
教
は
こ
の
団
体
の
も

の
で
あ
り
、
弟
子
た
ち
の
育
成
と
い
う
機
能
か
ら
学
校
と
呼
ば
れ
た
の
だ
と

82
）

い
う
。
彼
は「
サ
ム
エ
ル
記
」一
九
章
の
サ
ウ
ル
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
の
解
釈
を
援
用
し
な
が
ら
、
こ
の
学
校
が
神
権
政
治
の
維
持
を
目
的
と
す
る
機
関
だ
と
す
る
。
サ
ウ
ル

は
祭
司
を
軽
視
し
て
自
ら
統
治
し
よ
う
と
し
た
が
た
め
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
立
法
の
根
拠
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ダ
ビ
デ

は
サ
ウ
ル
と
は
逆
に
サ
ム
エ
ル
の
許
に
留
ま
り
、
預
言
者
学
校
で
教
育
を
受
け
、
神
権
政
治
へ
と
回
帰
し
た
と

83
）

す
る
。

第
二
講
義
の
最
終
章
は
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
密
儀
と
ヘ
ブ
ラ
イ
の
そ
れ
と
の
比
較
に
あ
て
ら
れ
、
一
七
八
〇
年
代
ド
イ
ツ
語
圏
の
フ
リ
ー

メ
イ
ソ
ン
リ
ー
を
取
り
巻
く
否
定
的
な
状
況
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
ま
ず
第
一
節
を
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
小
密
儀
に
あ

て
、「
わ
れ
わ
れ
は
ヨ・
ハ・
ネ・
・・
ロ・
ッ・
ジ・
の・
メ・
ン・
バ・
ー・
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
持
つ
ヒ・
エ・
ロ・
グ・
リ・
フ・
や
儀・
式・
の
本・
来・
的・
な・
意・
味・
お
よ
び
わ・
れ・
わ・

れ・
の・
結・
社・
の・
秘・
密・
の・
目・
的・
と・
の・
関・
係・
に
つ
い
て
、
ヘ・
ブ・
ラ・
イ・
の・
平
信
徒
が
彼・
ら・
の・
典・
礼・
規・
則・
の・
意・
味・
や
本・
来・
の・
目・
的・
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
の
と
同
じ
く
ら
い
の
こ
と
を
知
っ
て

84
）

い
る
」、つ
ま
り
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
象
徴
的
位
階
は
ヘ
ブ
ラ
イ
の
小
密
儀
に
相
当
す
る
と
述
べ
て
い

る
。
す
る
と
大
密
儀
に
相
当
す
る
の
は
高
位
階
へ
の
参
入
儀
礼
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
立
場
は
先
に
見
た

ボ
ル
ン
の
場
合
同
様
否
定
的
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
一
七
八
二
年
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
バ
ー
ト
会
議
に
言
及

し
、
こ
の
会
議
の
結
果
、
高
位
階
に
は
自
分
た
ち
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
秘
密
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
す
る
。
メ
イ
ソ
ン
リ
ー

の
隠
さ
れ
た
目
的
は
、
結
社
の
歴
史
や
儀
式
の
う
ち
に
は
見
い
だ
せ
ず
、「
自
分
の
心
の
中
に
」探
し
た
結
果
、
結
社
の
首
領
た
ち
が
見
出

し
た
の
は
「
広
い
意
味
で
の
慈
善
」
に
す
ぎ
ず
、
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
で
用
い
ら
れ
る
儀
式
や
象
徴
、
言
葉
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
か

85
）

っ
た
。

結
社
の
首
領
た
ち
は
い
わ
ば
平
信
徒
同
様
に
な
ん
ら
秘
密
を
開
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

結
社
の
首
領
た
ち
は
「
神・
権・
政・
治・
の・
秘・
密・
の
た
め
の
鍵・
を
失
っ
た
」
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
（
七
〇
人
会
議
）
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
サ
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ン
ヘ
ド
リ
ン
の
構
成
員
は
祭
司
で
は
な
い
が
、当
初
は
大
密
儀
の
一
部
を
開
示
さ
れ
、神
を
王＝

立
法
者
と
す
る
神
権
政
治
の
秘
密
に
与
っ

て
い
た
。
だ
が
、「
シ・
ス・
テ・
ム・
が・
ひ・
と・
た・
び・
動・
き・
出・
す・
と
、
鍵
は
気・
づ・
か・
ぬ・
よ・
う・
に・
平・
信・
徒・
た・
ち・
の・
手・
か・
ら・
も・
ぎ・
取・
る・
こ・
と・
が・
善・
い・
と・
見・
な・

さ・
れ・
た・
」
た
め
に
、
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
は
秘
密
の
鍵
を
失
っ
た
の
だ
と

86
）

い
う
。

秘
密
の
鍵
は
ヘ
ブ
ラ
イ
で
は
預
言
者
学
校
で
継
承
さ
れ
た
わ
け
だ
が（
第
二
講
義
第
五
章
）、
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
も
同
様
の
機
関
が
あ
る

の
だ
と
い
う
。
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
場
合
も
、
世
俗
化
に
よ
っ
て
神
権
政
治
の
秘
密
の
鍵
を
失
っ
た
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
と
預
言
者
学
校

の
関
係
と
同
様
に
、
何
ら
秘
密
に
関
与
し
て
い
な
い
首
領
た
ち
と
真
の
秘
密
の
継
承
者
と
い
う
二
重
構
造
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
秘
密
の
鍵
を
継
承
す
る
機
関
と
し
て
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
が
唐
突
に
名
指
し
す
る
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
あ
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀

の
分
析
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
神
権
政
治
の
構
造
が
、
当
時
の
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
の
混
乱
し
た
状
況
の
責
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
イ
エ
ズ

ス
会
に
押
し
つ
け
る
根
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

テ
・
リ
ン
デ
ル
ト
は
『
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
掲
載
さ
れ
た
元
の
論
文
を
検
証
し
、
あ
か
ら
さ
ま
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が

現
れ
て
い
る
と
し
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
「
ユ
ダ
ヤ
の
宗
教
を
エ
ジ
プ
ト
の
真
の
宗
教
の
倒
錯
と
解
釈
し
て

87
）

い
る
」
と
断
じ
る
。
そ
し
て
「
宗

教
的
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
を
、
彼
﹇＝

ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
﹈
は
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
を
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
や
降
霊
術
、
錬
金
術
、
神
智

学
、
経
験
主
義
と
い
っ
た
誤
謬
へ
と
導
い
た
あ
ら
ゆ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
解
釈
し
て

88
）

い
る
」。
だ
が
、
序
論
か
ら
論
文
の
意
図
を
読
み
取

る
に
、
彼
は
ヘ
ブ
ラ
イ
の
宗
教
自
体
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
序
論
で
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
、
古
代
密

儀
の
秘
儀
伝
授
は
そ
の
最
盛
期
に
は
決
し
て
虚
飾
で
は
な
く
、
秘
儀
を
伝
授
さ
れ
た
者
に
は
秘
儀
の
対
象
を
誤
認
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
が
、「
賤
民
や
賤
し
い
志
操
の
持
ち
主
」
が
聖
域
に
押
し
入
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
失
わ
れ
た
の
だ
と

89
）

い
う
。
そ
の
結
果
、「
以
前

は
そ
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
は
、
今
で
は
単
に
信
仰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
的
な
力
し
か
持
た
な
く

な

90
）

っ
た
」
た
め
に
、
学
問
的
な
精
神
の
対
象
か
ら
信
仰
の
対
象
へ
と
変
じ
る
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
が
本
書
で
問
題
に
す
る
の
は
秘
密
の
喪
失

イソンリーと宗
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に
よ
る
密
儀
の
形
骸
化
な
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
形
骸
化
の
原
因
は
ヘ
ブ
ラ
イ
の
宗
教
自
体
に
あ
る
の
か
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
単
行
本
と

し
て
刊
行
す
る
際
に
序
論
に
加
筆
を
し
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
の
重
要
な
も
の
が
宗
教
起
源
で
あ
り
、
そ
れ
も
ヘ
ブ

ラ
イ
の
宗
教
に
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る
。
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
で
問
題
と
な
る
の
は
他
の
宗
教
の
神
殿
で
は
な
く
、「
ユ
ダ
ヤ
人
の
破
壊
さ
れ
た

神
殿
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
粗
野
な
信
仰
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
宗
教
の
神
殿
を
建
設
す
る

91
）

こ
と
」
な
の
で
あ
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
自
体

は
決
し
て
否
定
の
対
象
で
は
な
い
。
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
は
そ
の
伝
説
の
中
で
ソ
ロ
モ
ン
神
殿
の
建
設
を
ル
ー
ツ
と
す
る
が
、
ラ
イ
ン

ホ
ル
ト
は
ま
さ
に
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
の
本
来
の
姿
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
本
来
の
姿
を
ヘ
ブ
ラ
イ
に
（
さ
ら
に
そ
の
起
源
は
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
に
さ
か
の
ぼ
る
の
だ
が
）
認
め
、「
宗
教
的
メ
イ
ソ

ン
リ
ー
」
と
捉
え
る
。
だ
が
、
最
終
章
で
唐
突
に
表
れ
た
感
は
あ
る
が
、
同
時
代
の
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
混
乱
状
況
が
ヘ
ブ
ラ
イ
の
神
権
政

治
の
二
重
構
造
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
と
き
、
ア
ス
マ
ン
も
指
摘
す
る
よ
う
に
エ
ジ
プ
ト
の
理
性
の
宗
教
が
盲
目
の
信
仰
の
機
関
に
成
り
下

が
っ
た
こ
と
へ
の
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
言
外
の
批
判
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

92
）

あ
る
。

65
）

同
時
代
の
書
簡
な
ど
か
ら
直
接
の
き
っ
か
け
は
あ
る
女
性
と
の
恋
愛
だ
と
さ
れ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
権
主
義
と
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
が
影
響
を
受
け
て
い

た
イ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
・
啓
蒙
主
義
的
立
場
と
の
分
裂
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。V

g
l.G
erh
a
rd W

.F
u
ch
s:
K
a
rl L
eo
n
h
a
rd
 
R
ein
h
o
ld
-
Illu
m
in
a
t

 
u
n
d
 
P
h
ilo
so
p
h
.
F
ra
n
k
fu
rt a
m
 
M
a
in 1994,

S
.
33.

66
）

U
eb
er
 
d
ie M

ysterien
 
d
er
 
a
lten
 
H
eb
ra
er
.
In
:
Jo
u
rn
a
l fu
r
 
F
reym

a
u
rer
 3
(1786).

1.
V
j.,
S
.
5 -79.

U
eb
er
 
d
ie g
ro
ß
ern
 
M
ysterien

 
d
er

 
H
eb
ra
er
.
In
:
Jo
u
rn
a
l fu
r
 
F
reym

a
u
rer
 3
(1786).

3.
V
j.,
S
.
5 -98.

講
演
原
稿
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
ロ
ッ
ジ
で
講
演
し
た
わ
け
で
は

な
い
。

67
）

V
g
l.
R
ein
h
o
ld
:
D
ie H

eb
ra
isch
en
 
M
ysterien

,
S
.
32f.

68
）

ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
の
主
著
は
一
七
五
一
〜
五
三
年
に
独
訳
さ
れ
て
お
り
、
啓
蒙
主
義
に
お
い
て
は
最
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
宗
教
史
・
文
化
史
の
著
作
だ
っ

た
。V

g
l.
Ja
n A
ssm
a
n
n
:
N
a
ch
w
o
rt.
In
:
R
ein
h
o
ld
:
D
ie H

eb
ra
isch
en
 
M
ysterien

,
S
.
179.
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69
）

R
ein
h
o
ld
,
a
.a
.O
.,
S
.
34.

70
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
36.

71
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
41.

72
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
41f.

73
）

ア
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
は
密
儀
の
神
と
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
の
神
と
を
区
別
し
よ
う
と
腐
心
し
て
い
る
が
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
暗
黙
の

う
ち
に
こ
の
区
別
を
廃
棄
し
、密
儀
の
神
、モ
ー
セ
の
神
、哲
学
者
の
神
を
同
一
視
し
て
い
る
。Vg

l.Ja
n A
ssm
a
n
n
:
M
o
ses d

er Ä
g
yp
ter.
E
n
tzifferu

n
g

 
ein
er
 
G
ed
a
ch
tn
issp
u
r
.
M
u
n
ch
en
2007,

S
.
181f.

74
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
184.

75
）

E
b
d
.,
S
.
184f.

76
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
43.

77
）

V
g
l.
R
ein
h
o
ld
,
a
.a
.O
.,
S
.
43f.

78
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
78.

79
）

E
b
d
.,
S
.
87.

80
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
89 -91.

81
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
91 -93.

82
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
96.

83
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
96 -102.

84
）

E
b
d
.,
S
.
117.

85
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
117f.

86
）

V
g
l.
eb
d
.,
S
.
118.

87
）

T
e L
in
d
ert:
A
u
fk
la
ru
n
g
 
u
n
d
 
H
eilserw

a
rtu
n
g
,
S
.
207.

88
）

E
b
d
.,
S
.
209.

89
）

V
g
l.
R
ein
h
o
ld
:
a
.a
.O
.,
S
.
15ff.

90
）

E
b
d
.,
S
.
17.
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91
）

E
b
d
.,
S
.
20.

92
）

V
g
l.
A
ssm
a
n
n
:
R
elig
io
 
D
u
p
lex
,
S
.
142.

お
わ
り
に

本
論
で
は
ウ
ィ
ー
ン
の
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
・
ロ
ッ
ジ
「
真
の
一
致
」
で
研
究
さ
れ
た
古
代
密
儀
の
う
ち
の
三
論
文
を
検
討
し
て
き
た
わ

け
だ
が
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
集
団
の
大
密
儀
を
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
は
継
承
し
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
高
位
階
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
、
そ
し
て
ま
た
ボ
ル
ン
ら
も
ま
た
そ
の
一
員
で
あ
っ

た
イ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
の
結
社
に
も
共
通
す
る
象
徴
的
位
階
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
秘
密
は
象
徴
的
位
階
の
ヒ
エ
ロ

グ
リ
フ
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
古
代
密
儀
の
伝
達
手
段
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
解
く
鍵
は
失
わ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
ボ
ル
ン
は
そ
れ
を
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
の
親
方
の
儀
礼
で
テ
ー
マ
と
な
る
ヒ
ラ
ム
伝
説
の
「
失
わ
れ
た
親
方
の
言
葉
」
と
結

び
つ
け
て
い
る
。
そ
し
て
メ
イ
ソ
ン
の
目
的
と
し
て
啓
蒙
の
普
及
を
説
き
、
オ
カ
ル
ト
に
堕
さ
な
い
よ
う
に
警
告
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ

て
真
の
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
集
団
よ
ろ
し
く
知
的
エ
リ
ー
ト
の
集
団
で
あ
る
べ
き
な
の
だ
。
こ
れ
は
「
学
問
的
メ
イ

ソ
ン
リ
ー
」
に
つ
な
が
る
考
え
方
で
、
ボ
ル
ン
が
自
ら
の
ロ
ッ
ジ
を
一
種
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
頷
け
る
。

「
学
問
的
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
つ
い
て
」に
お
い
て
は
、ボ
ル
ン
の
見
解
に
接
続
し
な
が
ら
も
、エ
ジ
プ
ト
の
知
識
の
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー

へ
の
継
承
は
秘
匿
さ
れ
た
知
識
の
媒
体
で
あ
る
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
に
と
ど
ま
り
、知
識
自
体
の
開
示
に
つ
い
て
は
著
者
は
口
を
濁
し
て
い
る
。

真
理
は
真
理
に
相
応
し
い
状
態
に
達
し
た
者
に
自
ず
と
開
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、自
己
形
成
の
努
力
が
推
奨
さ
れ
る
。こ
こ
に
は
シ
ラ
ー

の
バ
ラ
ー
ド
「
ベ
ー
ル
に
覆
わ
れ
し
サ
イ
ス
の
神
像
」
の
密
儀
観
と
共
通
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
秘
儀
参
入
の
志
願
者
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の
資
格
を
問
題
に
す
る
こ
う
し
た
議
論
は
、
能
力
の
欠
如
を
理
由
に
民
衆
を
知
識
か
ら
排
除
す
る
論
拠
に
も
な
っ
て
い
る
。
啓
蒙
の
普
及

を
掲
げ
な
が
ら
、
民
衆
は
知
的
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
知
識
を
選
別
さ
れ
る
未
成
年
状
態
に
留
め
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
二
論
文
で
は
古
代
密
儀
の
学
問
継
承
の
性
格
が
中
心
テ
ー
マ
と
な
る
が
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
論
は
趣
が
異

な
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
の
宗
教
も
ま
た
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
を
継
承
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
重
宗
教
と
い
う
基
本
構
造
は
共
通

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
第
二
講
義
で
知
の
継
承
の
た
め
に
必
要
な
預
言
者
学
校
を
神
権
政
治
の
維
持
装
置
と
い
う
観
点

か
ら
分
析
し
、
秘
密
の
知
へ
の
鍵
を
奪
わ
れ
て
名
誉
だ
け
を
保
っ
た
世
俗
の
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
と
、
神
権
政
治
の
鍵
を
握
っ
て
実
質
的
な
権

力
を
握
る
祭
司
集
団
と
の
二
重
構
造
に
着
目
す
る
。
彼
が
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
に
看
取
す
る
の
は
、
世
俗
の
権
威
か
ら
秘
密
へ
の
鍵
を
剥
奪

す
る
こ
と
で
祭
司
集
団
が
密
か
に
統
治
機
構
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
と
い
う
陰
謀
の
構
図
で
あ
る
。
こ
れ
を
当
時
の
フ
リ
ー
メ
イ
ソ

ン
の
混
乱
状
況
に
当
て
は
め
れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
の
継
承
者
で
あ
る
学
問
的
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
に
は
時
代
の
流
れ
の
中
で
失
っ
た
鍵
の

回
復
を
求
め
る
こ
と
で
正
し
い
道
を
歩
む
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
が
最
終
章
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
錬

金
術
や
経
験
主
義
的
な
傾
向
を
帯
び
た
宗
教
的
な
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
場
合
に
は
、
結
社
の
公
の
統
治
機
構
と
は
別
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
な

い
し
は
イ
エ
ズ
ス
会
と
い
う
「
預
言
者
学
校
」
が
失
わ
れ
た
鍵
の
空
白
を
信
仰
で
糊
塗
し
、
い
わ
ば
堕
落
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
に
よ
っ
て
分
析
し
た
二
重
権
力
の
構
図
を
用
い
て
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
混
乱
の

原
因
を
敵
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
ス
マ
ン
は
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
密
儀
』
に
「
ス
ペ
ン
サ
ー
と
フ
ロ
イ
ト
を

結
ぶ
媒
介
」
と
な
る
論
点
を
認
め
、
シ
ラ
ー
の
「
モ
ー
セ
の
使
命
」
論
文
へ
の
影
響
を
指
摘
し
て

93
）

い
る
。
ま
た
、
そ
の
密
儀
観
は
ロ
マ
ン

主
義
文
学
へ
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て

94
）

い
る
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
密
儀
論
は
、
そ
の
受
容
史
か
ら
考
察
す
る
と
豊
か
な
論
点
を
有
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
同
時
代
の
文
脈
に
置
い
た
と
き
、
陰
謀
論
の
側
面
も
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

553

学問的メイソンリーと宗教的メイソンリー



93
）

V
g
l.
A
ssm
a
n
n
:
M
o
ses d

er
 
Ä
g
yp
ter
,
S
.
174.

94
）

薗
田
宗
人
『
峰
々
の
対
話
｜

ゲ
ー
テ
を
め
ぐ
る
世
界
』
松
籟
社

一
九
九
三
年
、
一
一
七
｜
一
一
八
頁
参
照
。
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